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研究成果の概要（和文）：本研究は、超音波画像上の胎児の首の後ろに妊娠中の一時期にのみ観察されるNuchal
 Translucencyの「発見」過程の分析を通して、人と技術の相互的関係性によって生成される「合成志向性」を
構成する要素として、これまで十分に指摘されてこなかった技術を用いる「技能」と、技術の社会的文脈を基礎
づける「社会的関心」の重要性を指摘した。これにより、Verbeekの提起した「技術の道徳性」をめぐる議論に
おいて、これまで主に着目されてきた技術のデザイン過程の外にある、人の主体的役割に着目する視座を提示し
た。

研究成果の概要（英文）：Through the analysis of the "discovery" of "nuchal translucency", which 
appears at the posterior region of fetal neck on the sonographic image during limited period of 
pregnancy, this project aimed to contribute to the study of "morality of technology", which Peter 
Paul Verbeek initiated.  As the result, the project provided two important factors to generate "
hybrid intentionality" between human and technology; techniques to use a technology and social 
interest that facilitate the context, in which the technology is situated.  This result  requires 
the scholars of "morality of technology" to focus more on the subjective function of human outside 
of the process of designing technology.  

研究分野： 科学技術社会論

キーワード： 合成志向性　技法　社会的関心　胎児　超音波画像診断機　Nuchal Translucency
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的成果は、Nuchal Translucencyの「発見」を事例として、Verbeekが提唱した、人と技術が相互に
関係しながら生成する「合成志向性」を構成する重要な要素として、技術を使う人の「技能」と技術が使われる
社会的文脈を基礎づける「社会的関心」に着眼し、人と技術の相互的関係をより精緻に分析する道筋をつけたこ
とにある。社会的意義としては、NTに象徴されるような、対象を視覚化・数値化して認識させる、人を対象とす
る現代技術に共通する「合成志向性」の成り立ちを明らかにすることで、技術のあり方をめぐる社会的議論に有
用な視座を提供した点にある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
（差し替えを予定している） 
 
１．研究開始当初の背景 
妊娠 11 週から 14 週の胎児を超音波画像上でちょうど真横（正中矢状断面）から観察した時に、

ちょうど頭部と頸部の間、いわゆる「盆の窪」とよばれる部位に表れる薄い膜状の影を、Nuchal 
Translucency と呼ぶ。Translucent は「半透明」という意味なので、訳せば、「頸部の半透明性」
とでもなるだろう。半透明の膜は皮膚の下の薄いリンパ層で、他の部位にも観察されるが、固有
の名称を持つのはこの Nuchal Translucency のみである。しかも、これまで誕生後の Nuchal 
Translucency については、実在の有無すら問われたことはない。なぜ、母胎内の胎児の首の後
ろに限られた時期にのみ観察される、1cm にも満たない、多くは 3mm 以下の薄い膜が呼称を持
つのか。本研究は、この問いに「社会認識論」の視座に立って答えることを目標に設定した。 
1992 年に医学史上に登場した Nuchal Translucency は、NT という略称で、妊婦の間では広く

知られてきた。というのも NT は、胎児の染色体異常を示す指標の一つだからだ。Nuchal 
Translucency は、出生前検査において観察の対象となってきた部位なのである。しかし、2010
年代半ばの新型出生前検査（Non Invasive Prenatal Test：NIPT）の登場により、その指標とし
ての重要性は薄れつつある。このような Nuchal Translucency をめぐる状況の中で、NT の社会
的消滅に先立って、その「発見」の持つ意味を明確にし、記録しておきたいと考えたのが、本研
究の発端である。 
 

 
２．研究の目的 
 NT は、出生前検査という社会的文脈の中に意味を持つ対象であることから、研究の当初より、
NT を捉える視覚の生成過程は、「社会的認識」の観点から分析する必要があると考えていた。
同時に、本研究の関心は、『技術の道徳性』という著作によって広く知られることとなった、
Verbeek の人と技術の相互的関係性によって生成される対象への志向性に生じる「道徳性」をめ
ぐる重要な議論と親和的であると考えた。というのも Verbeek は、著作の中で、産科における
超音波画像診断法の「道徳性」に触れているからだ。Verbeek は、この、人と技術が相互的に生
成する志向性を「合成志向性」と呼んだ。「合成志向性」概念は、技術の道徳性を問題とする学
術領域（技術哲学、技術倫理学、科学技術社会論）において、技術が人の主体性を奪い、独自の
（破壊的）道徳性を導くと主張する技術批判論や、技術は人の道徳性の媒介に過ぎないと主張す
る媒介論とは異なる、人と技術の相互的関係性に着眼する視座をもたらした。しかし一方で、合
成志向性概念には、人と技術の相互的関係において、「社会的存在としての人」の関わりへの視
座が十分ではなかった。そこで、本研究において NT を事例として、「社会的認識」と「合成志
向性」をつなぐことで、十分に論じられてこなかった「技術の道徳性」の生成過程における、「社
会的存在としての人」の役割を明確にすることができると考えた。したがって、本研究の目的は、
NT の生成過程の分析を通して、人と技術の相互的関係性によって生成される「合成志向性」の
議論においてこれまで十分に論じてこられなかった、「社会的要素」を明確にすることに定めた。 
 
 
 
３．研究の方法 
研究の方法としては、Nuchal Translucency の生成過程に関わる文献資料を収集し、「超音波画

像診断機の開発=NT 発見前：1950 年代から 1992 年以前）」「NTの＜発見＞（1980 年から 1992 年）」
「NT発見後（1992 年以降）」に分けて、分析を行った。 
NT の＜発見＞と、発見後の状況を聞き取るために、関係者へのインタビュー調査及び産科医療
の現場における観察研究も計画し、一部実施したが、途中、新型コロナウイルスの感染拡大に伴
い、主には断念せざるを得なかった。 
代替として主催してきた、身体の数値化と表象をめぐる議論を研究者及び技術者と行う勉強会

（デジタル・クローン研究会）は、本研究に主たる「方法」と呼ぶことはできないが、コロナ禍、
状況が不安定な中で、研究の方向性を導く上で重要ではあったので、ここに記しておきたい。 
 
 
４．研究成果 
本研究の学術的成果は、Nuchal Translucency の「発見」を事例として、Verbeek が提唱した、
人と技術が相互に関係しながら生成する「合成志向性」を構成する重要な要素として、技術を使
う人の「技能」と技術が使われる社会的文脈を基礎づける「社会的関心」に着眼し、人と技術の
相互的関係をより精緻に分析する道筋をつけたことにある。社会的意義としては、NT に象徴さ
れるような、対象を視覚化・数値化して認識させる、人を対象とする現代技術に共通する「合成
志向性」の成り立ちを明らかにすることで、技術のあり方をめぐる社会的議論に有用な視座を提
供した点にある。 
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